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（できた 117 / 118 
（できなかった 1 / 118 
（回答 104 88%) 
99 %) 
1 %) 
（できた 114 / 118 97 %) 
（できなかった 4 / 118 3%) 
（わいた 11 7 / 118 99 %) 








（できた 117 / 118 





（回答 105 89%) 
（できた 117 / 118 99 %) 












（回答 90 76%) 
（回答 104 88%) 
（できた 11 0 / 11 8 93 %) 
（できなかった 8 / 118 7%) 
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（表 4) 「リズムの課題」による指導例

















































（できた 118 / 118 100 %) 
（できなかった 0 I 118 0 %) 
（回答 88 75%〉
（できた 114 / 118 97%〉
（できなかった 4 / 118 3 %) 
（わいた 118 / 118 1 00 %) 










（できた 118 / 118 1 00 %) 
（できなかった 0 I 118 O %) 
（回答 87 74 %) 
（できた 117 / 118 99 %) 






（回答 78 66 %) 
（回答 101 86 %) 
（できた 112 / 118 95 %) 









(1) 2人組で「くっつく」「離れる」競争 ● (1) (2) で「くっつく」「離れる」の














（できた 118 /118 
（できなかった O I 118 
（回答 91 77 %) 
（できた 117 / 118 
（できなかった 1 / 118 
（わいた 117 / 118 







展 (3) 8人で知恵の輪 ● 8人が、一体となって協力して取り組む
開 ※「点在」「集合」「離散」の空間課題を知恵の輪を題材に ことができる
表現する








（できなかった O I 118 
（回答 90 76 %) 
（できた 116/118 















（回答 70 59 %) 
（回答 96 81 %) 
（できた 113 / 11 8 96 %) 
（できなかった 5 / 118 4 %) 
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以上の3事例が、今回の検討で一番課題にふさわし
い導入であるという結果をみたもので、アンケート調査
は、「体ほぐしの運動」のねらいに沿って段階（導入・
展開・まとめ）ごとに（表2)のような設問で行った。（回収
118／有効回答63%)
VI まとめ
3事例の導入部で必ず実践され、達成されている内
容は、以下の3点であることが、表3.4. 5よりわかる。
1)ゲーム式「体ほぐしの運動」
2)課題の提示
3)課題と表現・イメージの融合
1)ゲーム式「体ほぐしの運動」について
［運動の課題」では、 4種類の運動課題を、 2人組で
競争（速く・遅く）させながら「体ほぐしの運動」を行う
ことで、課題の明確化と運動量の確保が図られてい
る。
「リズムの課題Jでは「体ほぐしの運動」を模倣遊び
を通して行うことで、課題の認知と明確化につなげ、
課題学習の導入としての役割を果している。
「空間の課題」では身体でつくる様々な形状の正確
性と独自性を他と競い合いながら「体ほぐしの運動J
を行うことで、空間の認知と課題の明確化を促す活動
となっている。
以上、何れの課題においても、ゲーム感覚のもとに、
各課題の認知と明確化が図られ課題学習の導入とし
ての目的が達成されている。
また、活動を2人組や多人数で協力して行うことで、
「体ほぐしの運動」のねらいである、「気づき」・「調
・「交流」も達成され、加えて競い合うことで運動
も確保されるという内容になっている。
2)課題の提示と明確化について
前項で明らかになったように1)と2)は互いに渾然一
体となって関わることで、それぞれに成果をもたらし
ているということが、今回の事例実践で浮き彫りとな
った。
3)課題と表現・イメージの融合について
「運動の課題」と「空間の課題Jにおいては、課題に
ふさわしい身近な題材をすばやく見つけ、「何を表して
いるのか当てっこをする」という活動で、早い段階で課
と表現・イメージを掛け合わせ、融合させていくこと
をねらいとしている。
この活動では課題の表すものになりきり、心身ともに
表現の世界に没入することが要求され、自ずと課題と
表現・イメージの融合をみる活動となっている。
「リズムの課題」も、リーダーが指定したリズムや感
をキャッチし、直ちに動きにしていく際に、正確性と
共に、リズムのもつイメージや情緒の体現化も求めら
れ、ここで課題を表現へと導き、課題と表現・イメージ
の融合をめざす活動となっているのである。
以上を要約すると、創作ダンスの課題学習法の導
入部に、ゲーム式「体ほぐしの運動」のねらいを根底
にもつ活動が、有効であるということ。
同時に、従来のダンスウォームアップ（心身のほぐし）
のねらいも達成されていなければ、課題と表現の融合
を図ることができないということも判明した。
つまり、「創作ダンス」の導入部にふさわしい「体ほぐし
の運動」のあり方としては、「体ほぐしの運動」のねらいと、
課題学習の導入のねらいが渾然一体となった活動である
ということを、本事例研究で確認することができた。
以上、本研究における結果であるが、今後は他の課題
で検討を重ねたい。
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